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要約

サトウキビfNi17H土，風折抵抗性が強く株出し多収性の品種を育成することを目標に，沖縄県農業研究センター作物斑において fNiF8J

を稜子親に fRF79-247Jを花粉殺とした交雑後代から選抜・育成した。 fRK9I-I004Jの系統名で鹿児島県の奄美以南の離島を含む南西

諸島の生態地域において適応性が検討された。その結果，沖縄系久米島および鹿児島県再苦笑地域において優秀性が認められ， 2002年に

新品種さとうきび農林 17号 fNi17Jとして命名登録され，奨励品穏に採用された。

fNi17Jの特性は以下のとおりである。

1)風折抵抗性が優れる。

2)台風日寺の潮風害による糖度低下が少なく，収穫期の糖度が高い。

3)萌芽性が良く，株出し収主主および可製糖量が多い。

4)耐倒伏性が優れる。

キーワード:サトウキビ，J!¥折抵抗性，潮風寄，株出し，部倒伏性

緒 "" 

沖縄県において，サトウキピは農家数の約 7割が栽培し，

耕地街積の約 5割を占めており，関連諸産業への経済波及

効果が大きく，特に離島地域においては雇用機会を確保す

るなど地域経済を支える重要な作物である1)。近年，台

風や干ばつの自然災害などの影響により単{立収量;が減少

し，糖価格の低迷等も相まって，栽培面積も減少しつつあ

り，製糖工場では操業率の低下や農家所得の低迷を招くな

ど，サトウキピ作を取り巻く環境は厳しい状況にある 2)。

このような背景から，自然災害の影響が少なく収量が安定

して多い品種の育成が重要となっている。

沖縄県における 2001/2002年期の収穫面積は 13，393ha，

859，137トン，平均甘煎糖度は 14.7%で、あった。

沖縄県久米島地域における需期の平均台庶糖度は 13.4%
であり，県平均を 1%以上も下回っている。また 1996~

2001年の製糖歩留は 10.83%，単位収量は 5，833kg/lOaで

あり，それ以前の 10年間に比べて製糖歩留が 0.59%，

位収量が 942kg/10a低くなっている 3lo同地域では，日党葉
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性が良く立茎性で晩熟性の台湾育成品種 fFl77Jが多く栽

培されている。同品種は手刈収穫が容易で収穫の省力化に

寄与しているが，台風による茎の折擦や瀬風答が多発する

ため， q又量および品質が低下しやすいことが問題となって

おり，台風災害iこ強し、品種が強く求められていた4)。

また鹿児島県奄美地域においても，栴頭部最が多く冬季

の牛の自給餌料用iこ向くとの理由などから fFl77Jが多く

栽培されている。しかし，問地域においても，沖縄県同様

に株出し性が優れ台風災筈に強い品種が要望されていた。

沖縄県農業研究センター作物班では，これらの婆望に答

えるため，台風被害が少なく，株出し性が怒れた品種とし

て fNi17Jを育成したので，その育成経過，特性概要およ

び栽培上の留意点などについて報告する。

本品種の脊成にあたって，財団法人甘味資源、援興会，詞

本分蜜糖工業会，沖縄県と鹿児島県の各製糖工場

糖，生和糖業，南西糠業，南栄i糖業，帝京開発，伊江島製

糖，球湯製糖，期i菊製糖，久米島製糖，大東糖業，沖縄製

糖，宮古製糖，石垣島製糖)，沖縄県農業研究センター名

護支所，間宮古島支所，問石垣支所，種畜管理センター沖
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縄農場，同鹿児島農場，鹿克島県農業開発総合センタ一徳

之島支場，同大島支場，九州沖縄農業研究センター，以上

の機関並びに関係按当者各位にご協力を賜った。記して深

謝する C

育成経過

サトウキピ Ni17J 丈風折抵抗性・株出し安定多奴性

品種の育成を目的に 1990年に沖縄県農業研究センタ一作

物攻(旧農業試験場さとうきび育穫研究家《農水省さとう

きび育種指定試験地》以下育成地とする)において，王手実現

・多収の九州、i沖縄農業研究センター育成品韓国iF8J

を種子親に，樹倒伏性・易脱葉性の沖縄県農試育成系統

RF79司 247Jを花粉殺とした交雑種子を得て，その中から

選抜・育成した。

図1にNi17の育成系譜、表 1に選抜経過を示した。 1991

2月に沖縄県農業研究センター宮古島支所において実

生を養成し，同支所の現地選抜癌で、実生個体選抜を行った。
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以後毎年，栄養系選抜を重ね 1994年に fRK91-1004 Jの

系統名を付与した。表 2に示すように， 1991年度から 1994

年度まで第 1次から第4次の選抜試験を行い， 1995年度，

1996年度には生産力検定予備試験と併行して特性検定お

よび系統適応性検定試験を実施した。 1997年度から

力検定試験に移行するとともに沖縄県農業研究センター

名護，宮古島，石垣の各支所に配布し奨励品稜決定試験お

よび現地適j芯性検定試験に供試して各地域における適芯

性を検定した。鹿児島県においては鹿児島県農業開発セン

ター徳之島支場で 1998年に系統適応性検定試験に供試し

た後， 1999年から奨励品種決定試験および現地適時性検

定試験に供試して地域における適応性を検定した 2002

年に農林水産省の新品種命名主菱銀審査会を経て P さとうき

び農林 17 号 ~Ni17Jとして命名登録され，同年，沖縄県

久米島および鹿児島県奄美地域向けとして奨励品種に認

定された。
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図 1 Ni17の系譜
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表 1 Ni17の選抜経過

年次 選抜回次 選抜方法 供試数 選抜数 傍 考

1991 第 l次選抜試験 個体選抜 584 245 現地選抜圃(宮古島)で実施

1992 第 2次選抜試験 栄養系選抜 245 35 11 

1993 第 3次選抜試験 栄養系選抜 35 11 

1994 第 4次選抜試験 栄養系選抜 11 l 系統名を付与各支所に配付

1995 生産力検定予備試験 l 特検，系適に供試

1996 H l 

1997 生産力検定試験 l 奨決および現地試験に供試

1998 11 

1999 11 

2000 11 

2001 11 

注)系適は系統適応性検定試験，奨決は奨励品種決定調査，現地試験は現地適応性検定試験，特検は特性検定試験(黒穂病抵

抗性と葉焼病抵抗性検定試験)を示す。

表 2 特性検定試験から現地適応性検定試験までの実務場所と実施経過

試験区分実施場 所 試験年次

1995 1996 

特性検定 鹿児島農試大島支場 O 
育成地 O 

全検予備 育成地 o @争
系統適応 沖農研宮古島支所 o @重量

沖農研石垣支所 o @欝

1997 

@ 

1998 1999 2000 2001 

鹿児島農試徳之島支場 O@ 
生産力検定 育成地 o O@毒事 O@重量 O@轡 o • 
奨決調査 沖農研名護支所 o @. O@ 

沖農研宮古島支所 o O@窃 O@. 
沖農研石垣支所 o O@. O@. 
鹿児島農試徳之島支場 O@.ム O@窃ム O@鯵ム

現地試験 沖縄本島 o O@欝 畿 O@審 議議ム

石垣島

久米島

徳之島

喜界島

奄美大島

沖永良部島

与論島

o O@重量 O@. 
o O@議 O@

O@ O@曾ム O@重量ム
O@ O@曾ム

O@鶴 O@曾ム

O@愈 O@曾ム

o O@毒事
00母 O@重量

O 重量ム

O@.ム
O@畿ム

O@欝
O@曾ム

O@欝

注)0は春構え， 。が夏植え，畿は春植え株出し，ムは夏植え株出しの作型を示す。

特性翻要

形態的特性

iNi17Jの形態的特性を表3に示した。 王手型は Pl77J 

とi司程度の「やや水平jであり，葉身長および葉厚は Pl77J 

とi南穏度の葉色は?濃Jである。葉身仁河力の幅は

?中j であり，

陪程度の「

「淡縁Jである。葉鞘長は iPl77Jと

であり，葉鞘の蝋物質は IPl77J と間程度

の 7多Jである。葉鞘の包合度は IP177Jのやや緩に対し
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て「やや緊Jであり，薬草書の毛君事は「多jである。主主長は

戸 NCo310Jと間程度の「中Jであり，節関長は「やや短J，

茎径は :Pl77Jと問穏度の r中太jである。茎の形状は「糸

巻」で茎企は「黄緑j であり， 日光に曝されると「淡紫j

となる。茎の蝋物質は iNCo310J と間程度の?多」であ

る。気根lま IPl77Jと伺程度の「極少Jであり，結孔率は

:小jである。亀裂および海綿化髄孔は?然jである。芽

子の形態は?広翼円形j であり， fNCo31OJ， iFl77Jより

大きい?やや大Jである。芽溝は「無j である。
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表 3 Ni17の形態的特性

葉 身 葉 鞘
品穏

草型 葉色 葉身長 葉楢薬庫 花青素 中助 中助色 葉鞘長 毛群 蝋質 包合度

Ni17 やや水平 濃 中 広 中 無 中 淡緑 中 多 多 やや緊

NCo310 中 中 中 中 薄 無 中 淡縁 中 無 中 中

Fl77 やや水平 濃 中 広 中 無 中 淡緑 中 無 多 やや緩

表 3 (続的

茎 お よ び 節 間

品種 節間 茎 色 茎長 茎径節数 節間長 亀裂 気根 海綿化 結孔率 蝋質物

の形 基本色 複合色

Ni17 糸巻 黄緑 淡紫 中 中太 中 やや短 無 極少 無 多

NCo310 円筒 黄緑 褐 中 品目 中 中 少 少 盆E ::g， 
Fl77 糸巻 黄緑 褐 やや長 中太 中 やや長 少 極少 無 多

表 3 (続的

品種
芽 子

形態 大きさ 芽翼 突出度 芽1糞
Ni17 広翼円型 やや大 やや広 やや凸 無

NCo310 向型 中 やや広 やや凸 査迂

Fl77 円型 やや小 中 やや水平 無

生態的特性

1)発芽や萌芽と茎の伸長、倒伏性

おいても初期伸長はやや緩慢で fFl77Jよりやや劣る。収

穫期の原料茎長は春様えではやや短いが，夏植えと株出し

では IFl77Jと間程度となる。伸長後携の茎数は，春植え

と夏植えでは IFl77Jより少ないが，株出しでは IFl77J

よりやや多くなる。これは INi17Jの萌芽性が優れている

ためである。

INi17 Jの生態的特性を表4にまとめ，新植における発

芽率と株出しにおける萌芽率を表 5に示した。育成地にお

ける春補えと夏植えの発芽率は IF177Jよりやや低い程度

であり，徳之島支場の春植えと夏植えでは INCo31OJや

IFl77 Jと間程度であった。 INi17Jの株出しの萌芽率は

育成地と徳之島支場において IFl77Jよりも高かった。

表 7に示すように，耐倒伏性は INCo310J よりも強く

IF177J並に優れる「やや強Jである。

茎の伸長と分げつ特性を表6に示した。いずれの作型に

表 4 Ni17の生態的特性

品種 発芽性 萌芽性 分げつ性 茎の立性 初期伸長 登熟性 出穂
耐病性

黒穂病 葉焼病 サピ病

Ni17 中 2ミ やや弱 やや直 やや緩 やや早 極小 ~~ やや強 強

NCo31O cp 中 中 中 中 中 多 ~~ 中 ~~ 
Fl77 中 やや不良 やや弱 やや誼 中 中 少 極弱 5会 やや強

表4 (続き)

品覆
メイチュウ 風折

樹儲伏性 w-t皐4性 脱葉性
抵抗性 抵抗性

Ni17 中 強 やや強 中 やや難

NCo31O 中 やや強 中 やや強 難

Fl77 やや弱 やや弱 やや強 中 中
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表 5 Ni17の発芽率および株出し萌芽率(%)

イ乍型
育成地 徳之島支場

Ni17 Fl77 NCo31O Ni17 Fl77 NiF8 

春植え 52 57 52 72 71 73 

夏植え 56 60 68 85 85 84 

株出し* 210 115 145 134 49 125 

注)育成地は生産カ検定試験，徳之島支場は奨励品種決定調査における成績の平均鑑を示す。

*株出し萌芽率は，株出の主主育初期 (4~5 月)の萌芽数を前作(春植え)の収穫装数で除した値。

萌芽率(%) = 
株出し生育初期の萌芽数

x 100 
前作(春様え)の収穫茎数

表 6 Ni17の茎の伸長および分げつ特性(育成地)

泰被え El植え 株出し

品種
生育初期 伸長後期 収穫期 生苦手初期 伸長後期 収穫期 生育初期 伸長後期 収穫期

仮茎長 茎長 丞委主 茎長 茎数 仮三室長 茎長 茎数 茎長 茎数 仮芸室長 主喜長 さ童数 主主主主

(cm) (cm) (本/a) (cm) (本/a) (cm) (cm) (本/司 (cm) (本/a) (cm) (cm) (本/a) (cm) 

Nil7 64 156 582 182 600 111 219 658 260 676 97 187 682 215 

FI77 75 169 670 196 667 124 235 705 266 715 103 183 590 218 

NCo310 67 160 943 184 897 109 231 858 260 849 108 185 827 219 

注)育成地の生産力検定試験における成績の平均値を示す。生育初期は7月，伸長後期は 10月，収穫期はz月の成積による。

表 7 Ni17の鮒倒伏性(育成地)

品種

Ni17 

Fl77 

春植え 夏植え 株出し

1.4 

1.6 

2.3 

2.3 

2.5 

2.8 

NCo310 1.6 2.7 2.8 

注)育成地の生産力検定試験における成績の平均値を示す。生育初期は 7月，伸長後期は 10月，収穫期は2月の成績による。

2) 台風の強風に対する折損抵抗性と潮風害からの回復

1997 年~2001 年の試験期間に沖縄県と奄美地域に接近

した台風を表 8に示した。接近時期は 9月が最も多く，最

大瞬間風速 40m/s以上の台風が多かっ

この間の育成地と久米島現地および徳之島支場におけ

る台風による折損茎率を表 9(こ示した。徳之島支場では折

損茎率が低い条件下の試験で、あったため，品穏間差が判然

としなかった。一方，育成地や久米島現地のように折損芸

率が高い条件下の試験では、 INi17Jの折損茎率は，

rNCo310J， iFl77J と比べても明らかに{尽く，品種間差

は顕著で、あった。これらの結果、 iNi17Jの風折抵抗性は，

INCo310J， rFl77J より郎、「強」と判定された。

台風接近に伴い発生した潮風害後の園場ブリックスと

青葉枚数の推移を図 2に示した。 INi17Jは潮嵐害の誼後

から青葉枚数がやや多く，潮風害により青葉枚数が減少し

闘場ブリックスが低下するがその後の限後は早い。 iNi17J 

は常に iFl77Jや rNiF8J， INi9 Jより青葉枚数が多く，

臨場ブリックスが高く推移した。これらのことから，

INi17 Jは風折抵抗性を備え， r朝風寄による糖度の低下も

小さく，台風被害が少ない品種であるといえるc

表 8 試験期間(l997~2001 年度)に沖縄・奄美地域に接近した台風

月 匂
最大風速 最大瞬間風速

台風名 (地域)
(m/s) (m/s) 

1997年 6月 下 19.4 41. 0 台風8号 (沖縄全域)

8月 上 29. 1 48.2 台風 11 (沖縄全域)

中 28.6 51. 4 台風 13 (沖縄全域)

1998年 10月 中 21. 9 37. 3 (29.0) 台風 10 (沖縄全域・宥美地域)

1999年 9月 下 35.2 58.9 (42.0) 台風 18号 (沖縄全域・奄美地域)

2000年 8月 上 (44. 5) 台風 8号 (奄美地域)

2000年 9月 中 26.8 38. 5 台風 14号 (沖縄本島)

2001 9月 上 25.0 41. 7 台風 16 (沖縄全域)

2001 10月 中 21. 0 37.7(38.1) 台風 21号 (沖縄全域・奄美地域)

2002年 7月 上 21. 6 40.8 台風 5号 (沖縄全域)

9月 上 32.2 57.4 台風 16号 (沖縄全域)

注)カツコ内の数値は、徳之島の最大瞬開風速をホす。
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表 9 Ni17の台風による折損茎率(%)

春植え 夏植え 株出し

Ni17 F177 NC0310 Ni17 F177 NC0310 Ni17 Fl77 NC0310 

0.6 10.3 7.8 1.7 6.1 3.2 2.9 8.7 7.5 

久米島 3.520.6 22.4 1.910.8 13.5 3.130.1 9.0 

徳之島支場 0.4 3.6 3.4 3. 5 4. 2 14. 1 2. 7 1. 6 4.5 

注)育成地は生産力検定試験，久米島は現地適応性検定試験，徳之島支場は奨励品種決定調査における成績の平均値を示す。
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密 2 Ni17における台風潮風害後の闘場ブリックス (Bx) と青葉枚数の推移

側) 枚

数
登 (枚)

O 
竃

11月 12月 1見10月

注)実線は盟場ブリックス破線は青葉枚数の推移を表す。左図台風 19号 (2000年 10月初日)襲来後の沖縄県久米島

現地試験圃(春植，春株平均)の成績による。右図・台風 21号 (2001年 10月 17日)襲来後の鹿児島県徳之島(春植，泰2

田株)，喜界島(春植) ，沖永良部島(春横)，与論島(春様，春株)の成績 (4地域 6作型)による。

耐病性および、耐虫性

育成地での黒穂病抵抗性検定の結果を表 10に示した。

有傷接種による発病株率は， INC0310Jより低く，抵抗性

は INC0310J よりやや強い程度の「弱j と判定された。

有傷接種による判定結果は「弱Jであるが，黒穂、病が多発

している試験園場において，これまでに INi17Jの黒穂病

の発生が確認されていない。そのため INi17Jは閥場抵抗

性を保持していると推察されるが，農家での栽培に関して

は充分な注意が必要である。

鹿克島県総農センタ一大島支場での葉焼病抵抗性の結

果を表 11に示した。春植えでは !NCo31OJよりも発病率

および発病度は低く，また株出しでもやや低くい値であり，

抵抗性は「やや強Jと判定された。

育成地と徳之島支場でのサピ病の発生程度を表 12に示

した。サピ病の発生程度は， iNCo31OJより明らかに少な

く， iFl77J と間程度であることから，抵抗性は「強j と

判定された。

脊成地でのメイチュウ類の被害課査の結果を表 13に示

した。いずれの作型においても，国i17Jの被害節率は

Fl77J， !NCo310J と間程度であり，抵抗性は「中」と

判定された。

表 10 Nil7の有傷接種検定による黒穂病抵抗性

(特性検定試験)

発病株当豆
品種試験年次 判定

(%) 
Ni17 1996 56.7 弱

NCo310 58.2 iJiJ 

Ni17 2002 50.5 弱

NCo310 88.8 極弱

注)1996年および2002年度の特性検定試験の成績を示す.

1芽苔 50本の 2反擾(1984年は 40本の 2反復)を 28
0
C

の多混条件下で催芽処理後， 1cm能後の幼芽を結束した

針 5本で 3mmほどの深さで東Ijし，絵筆で高議度胞子懸濁

液を塗布した.ガラス室内に定植して半月ごとに 11か月

間継続観察し，鞭状物が抽出した偲体を発病株として積算

した.

表 11 Ni17の葉焼病抵抗性(鹿児島県農試大島支場)

革手値え 株出し

発病薬率 発病度 発病菜主幹 発病度
品種 判定

Ni17 34.0 12.9 42.3 15.8 やや強

FI77 43.0 15.1 36.8 10.1 5EIl 
NiF8 37.0 11.6 42.0 l3.1 強

NCo310(標準 46.7 19.0 47.l 16.6 中

注1) *は標準品種 iNCo31OJの発病度に対して 5%水準

で有意。 1IR 3.6 m'，3反復で 1998年 10年 3月 30f3に閏場

に横付けた。春植えは 1999年 1月，株出しは 2000年 l月

にう1区 10茎の半展開葉以上の全葉について発病程度(1

ごとの葉面積に対する病斑面積の割合:デサは省絡)を
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注 2)調査し，発病度を下記より算出した。階級値は発病度によ

り以下の様に分級した。 (0:0%，1:0.1~25% ， 2:25.1~50% ， 

3 : 50.1 ~75%， 4: 75.1%以上)

発病度= エ(発病度別枚数×階級鑑 x100 

調査枚数x4

表 12 Ni17のサピ病の発生程度

品
育成地 徳之島支場

夏植え 株出し 春様え 夏植え 株出し 発病穏度 判定春植え

Ni17 0.8 0.0 1.3 0.0 0.0 0.5 

Fl77 1.0 1.0 1.8 0.0 1.0 0.5 

NCo310(標準 2.4 2.3 2.8 2.5 2.5 2.5 

少強

少強

中~多弱

で評価した。注)育成地:発病程度を観察により 5段階 (0;無，1 少，2;中，3;多，4; :甚)

伎は生産力検定試験における成績の平均値を示す。

注)徳之島支場:発病程度を観察により 6段措 (0;無，1 微，2;少，3;中，4;多，5;甚)で評価した。

値は奨励品種決定調査における成績の平均値を示す。

表 13 Ni17のメイチュウ類の被害節率(育成地)

春植え 夏植 え 株出 し

品 種 調査嘉数 調査節数 加害節数 調査節数 加害節数 調査節数 加害節数

(本) (節) (見) (節) (九) (節) (財)

Ni17 30 534 1.7 730 2. 7 608 0.6 

Fl77 30 534 1.4 680 3.8 563 0.8 

NCo310 30 540 1.3 710 3.5 623 0.6 

注)育成地の生産力検定試験の成績による。

判定

中

中

中

登熟性および、議糖生産力

育成地の生産力検定試験における作型別の題場ブリッ

クスの推移を図 3に示した。主主熟は rNCo31OJ，rFl77 J 

より早く，早期高糖性で、あった。

表 14に示すように，育成地における生産力検定試験の

収穫期における熊汁糖度，純糖率，可製糖率は， 3作型と

も rNCo310J，rFl77J よりも安定して高かった。また，

原料茎重および可製糖最は， rFl77J と比べて，春植えで

は茎数が少ないためやや劣るが，夏横えでは一茎重が重く

なり，株出しでは芸数が多くなるため優れていた。

24 r -+-Ni17 24 十郎17 24 十 Ni17
23 ~盛・.Fl77 23 ・・盛一F177 23 噌議叩 Fl77
22 y 22 「トNCo310 22 吋トNCo310

g 21 r /" ~- i g 21 r ! g 号訴rzく、、 2 1 :rJJ{  J・::::=:r< 20 ~ ./  ，./ : r< 20 ~ ____ ---" ! r< 20 

あPz、19 1- V u"  わThく1E r/ラ /生=コ |1 P 19 

T、18 ~ : /'  ~ 18 ~ .....--~ ~ 18 
17 1- .. 17 1- _____ 17 

16 r 16 r 16 

15 15 15 

10Jil 12Jil 2月 10月 12Jil 2月 10月 12Jil 2月

春植え 夏植え 株出し

国 3 Ni17の盛場ブリックスの推移(育成地)

表 14 育成地における Ni17の生産力検定試験の成績

原料 原料 原料 原料 ブリッ 煎汁
純糖率 繊維分

可製 可製

品種 芸数 茎長 茎径
(g) 

クス 糖度
(%) (%) 

糖率

(本/a) (cm) (cm) (kg/a) (%) (%) (%) (kg/a) 

作型

春植え Ni17 592 180 2.4 1026 607 21.1 18.9 89.6 12.0 14.4 87 

NCo310 865 181 2‘1 728 624 20.5 18.1 88.2 11.6 13.8 86 

Fl77 667 190 2.4 1029 675 20.7 18.2 88.0 12.7 13，6 92 

Ni17 676 260 2.5 1530 1047 20.3 18.0 88.4 11.8 13.7 143 

NCo310 849 260 2.1 1028 868 18.2 15.7 86.3 10.6 12.2 107 

Fl77 715 266 2.3 1325 949 19.5 16.9 86.7 12.4 12.6 120 

し Ni17 628 215 2.4 1143 715 20.9 18.8 90.1 11.4 14.6 105 

NCo310 829 219 2.2 869 722 19.4 17.2 88.6 11.4 13.3 97 

Fl77 587 218 2.4 1132 666 19.8 17.5 88.1 11.8 13.3 88 
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iNi17Jの原料茎震は iFI77Jと比べて春植えではやや低

いが，夏横えと株出しでは同程度で、あった。しかし可製糖

率では 3作型とも明らかに iFI77Jより高く，その結果，

可製糠量は 3作型で iFI77Jと比べて優れていた。また，

喜界島を除く鹿児島県奄美大島以南の 4島において，原料

茎重は iFI77Jと比べて同等以上であり，特に株出しでは

収量が高い鎮向で、あった。可製糖量では 3作型とも暁らか

に高く， iFI77J と比べて関等以上であった。これらのこ

とから， iNi17 Jの栽培適応地域は沖縄本島南部・久米島

および鹿児島県奄美大島以南の離島と考えられる。

地域適応性

沖縄県内と鹿児島県大島郡の各生態地域における奨励

品種決定試験の結果を表 15に示した。 iNi17Jの収量と可

製糖量は，名護支所で普及品種の iFI77J，宮古島支所で

は iNiF8Jに比べ，春植え，夏植えおよび株出しの 3作型

で、劣っていた。また石垣支所では，春植えとその株出しで

は多収であるが，夏植えでは iNi9Jより劣っていたため，

夏植え栽培が多い同地域では適していないと判態号された。

普及対象地域と判断された地域における現地適応性検

定試験の結果を表 16に示した。沖縄県久米島においては，

製
量
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一
幻
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川
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幻
位
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山
川
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一
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引
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川
回
出
一
郎
白
川
一
卯
川
脳
一

m
m
m一
切
舛
問
一
問
問
兇

可
糖
侮
一

可製

糖率
(%) 

15.1 

14.8 

14.4 

14.0 

13.5 

13.1 

13.3 

13.8 

12.4 

14.4 

13.6 

13.8 

13.7 

13.2 

11.7 

13.8 

13.3 

13.3 

12.2 

11.0 

10.3 

12.7 

13.8 

10.3 

12.4 

12‘0 

10.2 

14.7 

14.7 

13.9 

13.5 

14.7 

13.8 

13.9 

14.0 

13.3 

13.6 

13.6 

12.8 

繊維分

(%) 

純糖率

(%) 

13.5 

13.9 

14.2 

13.4 

13.8 

13.7 

11.4 

12.7 

12.7 

12.0 

12.7 

11.6 

13.3 

12.5 

14.1 

11.8 

12.6 

12.6 

12.6 

17.9 

15.9 

13.7 

11.7 

13.0 

15.1 

18.9 

15.9 

11.5 

11.5 

11.4 

11.5 

11.3 

12.2 

11.1 

11.4 

11.1 

11.1 

11.5 

12.1 

91.3 

89.0 

89.7 

87.7 

86.6 

85.7 

86.7 

85.8 

86.1 

89.6 

88.0 

88.2 

89.2 

87.4 

84.5 

89.3 

88.1 

88.1 

87.1 

89.5 

86.3 

88.0 

89.5 

85.4 

89.7 

93.7 

91.5 

92.5 

91.6 

91.3 

89.4 

90.8 

90.0 

90.4 

89.5 

89.8 

90.1 

89.4 

89.7 

Ni17の奨励品種決定寵査の成績

原料 原料ブリッ燕汁
1 ~菱重

茎径 茎重クス糖度
(g) 

(cm) ¥5J (kgla) (%) (%) 

2.5 879 542 22.0 20.2 

2.3 788 503 22.6 20.2 

2.5 908 695 21.8 19.8 

2.3 1185 617 21.4 18.9 

2.3 1421 1020 21.3 18.5 

2.4 1468 1147 20.9 18.1 

2.5 1315 769 20.1 17.5 

2.4 1263 770 21.9 18.7 

2.6 1560 951 19.4 16.7 

2.4 1026 607 21.1 18.9 

2.4 1029 675 20.7 18.2 

2.1 728 624 20.5 18.1 

2.4 1439 816 20.6 18.4 

2.4 1459 896 20.1 17.6 

2.7 1770 772 19.6 16.6 

2.6 1250 662 20.1 18.0 

2.5 1134 798 20.1 17.7 

2.5 1134 798 20.1 17.7 

2.6 1135 755 18.9 16.5 

2.4 764 790 18.5 16.6 

2.2 731 592 17.2 14.9 

2.9 1731 883 19.8 17.4 

2.6 1496 1122 20.0 17.9 

2.4 955 591 16.6 14.1 

2.6 1005 824 19.6 17.5 

2.2 516 464 19.5 18.2 

2.3 660 729 16.2 14.8 

2.5 1027 673 20.0 18.5 

2.4 957 77ヲ 20.4 18.7 

2.4 937 751 19.4 17.7 

2.3 1086 791 19.6 17.5 

2.3 1251 1090 20.8 18.9 

2.3 1176 1147 20.0 18.0 

2.4 950 715 19.6 17.7 

2.3 854 678 20.1 18.0 

2.5 929 604 19.1 17.1 

2.4 874 758 19.3 17.4 

2.3 857 786 19.6 17.6 

2.5 988 771 18.4 16.6 

*夏植え株出しのこと。
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試験

場所
品種

Ni17 

NiF8 

FI77 

Ni17 

NiF8 

FI77 

Ni17 

NiF8 

FI77 

Ni17 

NiF8 

FI77 

Ni17 

NiF8 

FI77 

Ni17 

NiF8 

FI77 

Ni17 

Ni9 

NCo31O 

Ni17 

Ni9 

NCo310 

Ni17 

Ni9 

NCo31O 

Ni17 

NiF8 

FI77 

Ni17 

NiF8 

FI77 

Ni17 

NiF8 

FI77 
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表 16 Ni17の現地適応性検定試験の成績
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強化が図られる。

栽培上の注意

団i17Jは，黒穂病に弱く，初期生育がやや緩慢であり，

新植の分げつがやや少ない。栽培にあたっては，黒穂病の

訪除対 が必要である。また干ばつの影響が大きい盤場で

は，伸長が されて収量が低下することがあるので，

地に栽培するとともに，新植の茎数の 加のためJ植付け

本数をやや多くすることにより 収を翻るc

連

機及び生

(2002)九農研
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普及見込み地域における fNi17Jの有利性

南釘諸島におけるサトウキピ栽培は，台風や干ばつなど

の自然災害が多く，収量や品質への影響が大きい。上 の

ように沖縄県久米島や鹿見島県奄美地域で多く栽培され

ている rFl77Jは，台風による折擦が多く収量が不安定で

あり，晩熟であるため，潮風害を伴う場合には品質の低下

が著しい。また向品種は，萌芽性が く，株出し収量が少

ない 点がある。 rNi17J は，風折抵抗性および株出レ性

が優れ，また台風潮風筈後の糖度低下が少ない特性を有し

ている。そのため， IFl77Jの栽培が多い沖縄県久米島や

鹿児島県奄美地域において，詞品種の代 えとして INi17J 

を普及することにより，収量と糖度の者の改が語られ

る。

また， rNi17J は，権付作業を省略できる株出し栽培に

おいて多収となることから，栽培コストの抵減にも 用で

きると考えられる。さらに iNi17Jは，梢頭部が大きいた

め，冬季の牛の自給飼料に 用できることから 3 産との
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Typhoon damage tolerant， high ratoon crop yielding sugar cane cultivar “Ni17" 
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Abstract 

“Ni 17"， a sugarcane cultivar， was selected and developed from progenies of crossing“NiF8" as a seed parent with “RF79-247" as a pollen parent 

at Okinawa Prefectural Agricultural Research Center with the aim ofbreeding a cultivar with high breakage resistance to wind and ratoon yield 

“Ni17" was referred to by the line name“RKヲ1-1004"in the selection process， and its regional adaptability was examined in the ecoregion of the 

Nansei Islands including the remote islands south of Amami-Oshima Island， Kagoshima Prefecture. As a result， its excellence was recogniz己din

Kume寸imaIsland， Okinawa Prefecture， and Amami region， Kagoshima Prefecture， and， in 2002， it was registered as a new cultivar， Ni 17ヘand

adopted as a recommended cultivar. 

The characteristics of“Ni17" ar巴asfollows: 

1) Excellent resistance to wind break且ge

2) Low sugar content decrease caused by salty wind damage during typhoons; High sugar content at the time ofharvest 

3) High sprouting ability and high ratoon and sugar yield 

4) Excellent lodging resistance 

Key words : sugarcan巴， wind resistance， salty wind damage， ratoon， lodging resistance. 

65 

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

